„Mondnacht” und andere zehn Gedichte von Eichendorff by アイヒェンドルフ et al.
月夜ほか十章
著者 アイヒェンドルフ, 小牧 健夫
雑誌名 独逸文学
巻 3
ページ 1-10
発行年 1959-06-01
その他のタイトル ?Mondnacht" und andere zehn Gedichte von
Eichendorff
URL http://hdl.handle.net/10112/00017706
?
夜
ほか十章
ァィヒェンドルフ
小牧健夫訳
?
夜
そら
天空はひそかに
くちづけ
大地に接吻をしたかのやうで
かがやく花にかざられながら
そら
大地はもう天空のことばかりを夢にみてゐた
風は野の面を掠めすぎ
麦の穂はゆるやかに波打った
森はほのかにさやいで
その夜は星月夜だった
私の魂は大きく
翼を張りひろげ
静かな国々をすぎて
ゃ
わが家へ向ふやうに飛んで行った
ー
青春の憧れ
もや なぎさ
おんみ青い流れよ その露ふかい渚に
私は光と春とを初めて見た
その渚で私は素直な憧れから私の小舟を建造した
流れには白帆が来てはまた消えて行った
遠い山々から広い国原をよぎって
おんみは私に会釈と異国の愉しい声とを運んできた
そよかぜ
それで私は春の微風に身を委ねて
希望をいだいて岸から繋がれの身をふり切った
まだ私にはどこへ往かうと思ひ
何を心に考へてゐたか判らなかった
だが私は曙紅がかぎりなく湧き出るのを見た
わが胸は自由と誠実の力と徳義心とで一杯だった
し、のち
生命の光はただ私のみに輝くやうに思はれ
私は遠い目的に向って帆のふくらむのを感じた
あらゆる樹々の梢は永遠の若さにさやいだ
?
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わたしは心浮き立つかのやうに
歌へることもたびたびある
それでも涙が人知れずこみ上げてくる
すると私の胸は軽くなる
主と
戸外で春風がそよぐと
小夜嗚鳥は烏籠の墓の中から
憧れの歌を
聞かせはじめる
みんなは耳をすませてそれを聴き
心たのしくなってくる
だが誰もその歌のうちに
悩みと深い悲しみを感じるものはゐない
猟師の別れ
おんみ美しい森よ 誰がおんみを
かくも高い処に築き上げたか
私の声のひびくかぎり
たくみ
これを築いたエ匠をたたへよう
左様なら
左様なら おんみ美しい森よ
?
低い世間では物の響き入り乱れ
たかみ ほ
高処の森には小鹿が寂しく草を食む
われら猟師はそこを旅立ち
吹きならす笛は千々にこだまして消え行くだらう
左様なら
左様なら おんみ美しい森よ
おんみの緑の波の下に
涼しくひるがえる小旗
まめ
それをおんみは私たちのために実直に育て上げた
ありか
信心篤い伝説の所在よ
左様なら
左様なら おんみ美しい森よ
われらがひそかに森の中で誓ったことを
森を出ても誠実に守って行かう
とわ
昔の人たちの真実は永久に変らない
風にざわめくドイツの軍旗
左様なら
おんみに神の加護を祈る おんみ美しい森よ
?
故 郷
たかみ
君は静かな高処に辞える館を今も憶えてゐるか
さそ
角笛は夜毎にそこで君を招ぶかのやうに誘ひの曲を響かせ
は
谷には小鹿が草を食んでゐる
ふかみ
森は深処から心をかきみだすやうにざわめく一
ぉヽすべてを静かにさせて呼びさますな
言ひ様もない悲しみが下で眠ってゐるやうなのに
君はあの庭園を知ってゐるか一春が立返ると
こみち
そこに一人の少女が涼しい径を
寂しさの中に静かに歩んで
魔のひびきの幽かな流を呼びさます
あたかもあたりの花々と樹々とが
美しい昔を歌ってゐるやうだ
おんみ梢と泉よざわめき立て
君がはげしい欲望を胸にしてどこへ奔り行かうとも
どこ
君は何処にも憩ひを見いだすことはない
ひそかな歌声がきっと君に追ひつくだらう
ぁヽこの呪縛の魔術的な連環を
僕たちは決して抜け出ることはない 僕も君も
?
暮色
かな
牧人は笛を吹いてその調べを奏で
はるかに一発の銃声がひびく
森はかすかにさやぎ
ね
流れは野を低い音を立てて流れる
うしろ
ただあの丘の背後ばかりには
まだ夕焼がかがやいてゐる―
ぉヽあの中へ飛び込んで行ける
翼を私が持ってゐたなら
夕 募
',t.: 
人間の声だかい欲望が黙すと
大地は夢の中のやうに
あらゆる樹々と共にさやぐ
むわ
それは心胸にほとんど知られぬもの
古い世々 仄かな悲しみ
そして幽かな身ぶるひが
稲妻を閃かせて胸のうちを掠めすぎる
?
美しい異境
樹々の梢は風にさやぎ
身ぶるひする あたかもこのときに
半ば崩れ落ちた壁のほとりを
昔の神々が巡閲するかのやうに
ここミルテの樹々のうしろで
ひそかに霞むやうな花やかさのうちに
おんみは夢の中のやうにしどろもどろに
何を私に話すのか 空想多い夜よ
星といふ星は私にむかって
もえる愛の眼差しを閃めかせる
はるかな異境は 未来の大きな幸福を語るやうに
酔心地で語ってゐる
朝
初めての朝の光が
静かな霧の谷を横ぎって掠めすぎ
森と丘とは眼ざめて風にざわめき
飛べるものはみんな翼を用ゐる
?
人間は喜びのあまりその帽子を
空に投げて叫ぶ
歌にも翼があるなら
私はたのしく歌を歌はう
ぉヽ人間よ広く世に出でよ
きみの病んだ心に胸のちぢむ思いがするなら
もう何事も夜の色を帯びるものはなく
朝はたやすくそれを元どほりに直してくれる
あこがれ
星は金色にかがやいた
ぎ1ま
私は寂しく窓際に立って
かた
はるかな方で静かな土地に
駅馬車の笛のひびくのを聞いてゐた
みうち むね
私の身内に心臓がもえた
私はそのとき心ひそかにかう考へた
このすばらしい夏の夜に
誰が道づれになって旅をするだらうか
?
二人の若い職人が
山の中腹を歩いてゐた
あたり
私はふたりが静かな四辺を通りすぎて
さまよひながら歌ふのをきいた
森がかすかにさやいでゐる
目も昏む岩間の窪地のことを
峡谷から逃ばしり出て
森の闇へと流れる泉のことを
ふたりはさらに歌った 大理石の像のことを
岩の上にうすぐらく
樹の葉に蔽はれて荒れた庭園のことを
月明りに浮ぶ宮殿のことを
そこでは少女たちが窓ぎはに耳をすませる
堅琴の響きが目ざめてきて
すばらしい夏の夜に
泉がねむさうにさらさらとひびくときを
，?
春夜
よ
花園の空高く過ぎって
渡り烏の羽音がきこえる
これぞ春の香りを触れまはる響きで
大地ではもう花が咲きはじめてゐる
私は歓びの声をあげ 泣きたくもなる
だが さうは出来ぬと考へる
昔の奇蹟がまた
月明りと共にさし込んでくる
そして月や屋々がかう言ひ
夢のうちに森がかうさやぎ
小夜鳴鳥がかうさえずる
ひと ひと
あの女はそなたのもの あの女はそなたのものと
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